
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ４ （ ２ ０ １ ２ ） 年 度 

～  村 民 との協 働 のむらづくりを目 指 して  ～ 

私 た ち の 村 の 予 算 

 

 

佐  井  村 

 

佐井小学校４年生による職場訪問 
（ 総合学習 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度は、こんな事業を進めます 

 
 
１．川目・磯谷・長後地区集会施設の改修工事 
 

２．見守りシステムネットワーク事業 
 

３．各種がん検診の無料化 

 

 
 

 
 

４．医師招へい事業 
 

５．水産基盤整備事業（並型魚礁設置工事） 
 

６．橋梁修繕事業 
 

７．消防高機能指令センター整備負担金事業 
 

８．Ｓａｉツーリズム構築推進プロジェクト事業（地域おこし協力隊） 

 

（平成２３年度から繰越した事業） 

１．津波ハザードマップ作成事業（県が作成する最新の浸水予測図を基に作成） 
  

２．衛星携帯電話等購入事業（災害時対応用として各地区集会施設等に配備） 
 

３．消防団安全対策設備購入事業 

データで見る佐井村の予算 

 

区      分 平成２４年度予算額 平成２３年度予算額 増減額 

一 般 会 計 ２３億３，６０２万５千円 ２３億３，４４２万７千円 １５９万８千円 

特

別

会

計 

簡 易 水 道 事 業  ７，４１６万円 ７，４５５万６千円  △３９万６千円 

下 水 道 事 業 １億７，２８０万２千円 １億６，６５５万９千円 ６２４万３千円 

国 民 健 康 保 険  ４億４，０２０万７千円 ４億２，３５１万８千円 １，６６８万９千円 

介 護 保 険  ２億６，５６２万５千円 ２億５，０１８万７千円 １，５４３万８千円 

後期高齢者医療  ２，３２３万４千円 ２，３４３万７千円 △２０万３千円 

合   計 ３３億１，２０５万３千円 ３２億７，２６８万４千円 ３，９３６万９千円 

 

平成２４年度の予算総額は、 

３３億１，２０５万３千円 です。 

特定検診は従来どおり各保険者（国保・社保など）により、健診費
用が異なりますので、「広報さい」や健診申込み時のお知らせなどで 
確認してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データで見る佐井村の予算                                  一般会計 

 一般会計 

 
 一般会計は、村の予算の中心となるもので、福祉、教育、道路、漁港の整備などのお金は、こ

の財布から出し入れしています。 

歳入（収入） 歳出（支出） 

村民１人あたりが納めた税金 

５６，８１４円 

村民１人あたりに使われる予算 

９５２，３１３円 

※平成 24年 3月 1 日現在の住基人口（2,453 人）で算出 

◇自主財源と依存財源 

 
 村の歳入（＝収入）のより所を財源といい、このうち税金のように村が自分で集めるものを自

主財源、国や県からもらう補助金などを依存財源といいます。 

 自主財源の割合が高ければ、それだけ自主的、安定的に事業が進められますが、人口が減尐傾

向にあり、大きな企業がない当村にとっては、自主財源の確保が課題となっています。 

平成２４年度 

２３億３，６００万円 
平成２２年度 

２４億１，６００万円 

 

平成２３年度 

２３億３，４００万円 

財源依存 

  自主財源（その他） 

  自主財源（村税） 

 

  

 

6.1% 6.3% 6.0%

14.4% 16.7% 17.5%
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地方交付税 
54.0％ 

県支出金 
 9.1％ 

諸収入 
7.4％ 

 

村  債 
7.4％ 

 

村  税 

6.0％ 

国庫支出金 
4.1％ 

その他 
12.0％ 

 

衛生費 
17.6％ 

 

総務費 
16.7％ 

 

公債費 
15.5％ 

 

民生費 
13.7％ 

 

諸支出金 

10.5％ 

 

その他 
7.5％ 

 

農林水産業費 

7.0％ 

 

消防費 

6.1％ 

教育費 

5.4％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データで見る佐井村の予算                     特別会計（簡易水道・下水道） 

 特別会計 

 
村には、一般会計のほかに、特別会計があります。 

特別会計は、決まった仕事について、財布を別にしてお金の出し入れをはっきりさせるもので、

次の５つの特別会計があります。 

簡易水道事業特別会計 ７，４１６万円 

 住民の日常生活に欠くことのできない水道について、４地区（佐井、長後、福浦、牛滝）の簡易水道施

設の適正な維持管理を行い、安定した飲料水の供給に努めていきます。 

歳 入 

 水道使用料等      ４，０４８万４千円 

 一般会計からの繰入金  ３，３６７万６千円 

  

歳 出 

 施設の維持管理費等   ２，５７７万５千円 

 借入金の返済（公債費） ４，８１８万５千円 

 その他              ２０万円 

業務の予定量 

  給水戸数 ………１，１６９戸 

  年間総配水量 ………３３万６，９５２m3   

  １m3の水の給水に要した経費（給水原価）…３４８．６４円 

  １m3の水の供給に要した経費（供給単価）…１８５．７７円 

 

下水道事業特別会計 １億７，２８０万２千円 

 生活雑排水などの河川、海などへの流入による水質悪化を防ぎ、衛生的な住環境、水洗化による清潔で

快適な生活スタイルを進め、美しく豊かな自然を守り、潤いのある快適な生活を創造するため、下水道施

設の維持管理（５施設）に努めていきます。 

歳 入 

 下水道使用料等     １，２２５万８千円 

 一般会計からの繰入金  ９，３８４万３千円 

 借入金（村債）       ６，６７０万円 

その他               １千円 

歳 出 

施設の維持管理費等     ４，１５０万４千円 

借入金の返済（公債費）１億３，０８９万８千円 

その他                            ４０万円 

加入状況（平成２４年２月末現在） 

□牛滝地区漁業集落排水処理事業   

→ 平成９年供用開始  加入率 ９２％ 

□福浦地区漁業集落排水処理事業                          

→ 平成１３年供用開始 加入率 ８４％ 

□長後地区漁業集落排水処理事業   

→ 平成１４年供用開始 加入率 ５４％ 

□磯谷地区漁業集落排水処理事業     

→ 平成１７年供用開始 加入率 ４６％ 

□佐井地区特定環境保全公共下水道事業 

→  平成２１年供用開始 加入率 ２６％ 

 

 

 

【 下水道接続（加入）のお願い 】 
 
海の水質は、家庭や事業所からの排水などにより

悪化するため、漁業を主幹産業とする佐井村にとっ
て、緊急に改善したい問題となっています。    

下水道は浄化した水を放流するため、海や川の自
然環境を守るとともに、側溝や水路などを衛生的に
維持できます。 

このことから、下水道の接続および汲み取り便所
の改造による水洗化を、すみやかに実施されるよう
にお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データで見る佐井村の予算           特別会計（国保・介護保険・後期高齢者医療） 

Ｔぽう 国民健康保険特別会計 ４億４，０２０万７千円 

 病気やケガのときに必要な保険給付などを通して、みなさんの健康を支える制度です。 

歳 入 国民健康保険税           ９，６１７万１千円 
 

     県や国からの補助          １億７，５１６万円 
           

        高額医療費共同事業交付金  ５，５８４万９千円 
 

        前期高齢者交付金        ７，５００万１千円 
  

        一般会計からの繰入金      ２，９３６万９千円 
  

        その他                         ８６５万７千円 
 
歳 出  保険給付費               ２億８，６７３万円 
       

後期高齢者支援金等            ５，００１万円 
            

保健事業費                  ５８３万４千円 
 

介護納付金                 ２，５７２万６千円 
 

共同事業拠出金                ５，９７２万円 
 

その他                   １，２１８万７千円 

 

 

 

 

介護保険特別会計 ２億６，５６２万５千円 

 ４０歳以上の方が被保険者となって保険料を納め、介護が必要となったときには、介護予防サービスや

介護サービスを利用できるように保険給付などを行うものです。 

歳 入 
  

保険料         
４，２２１万４千円 

 
 国や県からの補助   

１億７０６万６千円 
 

 支払基金交付金     
７，３３０万５千円 

 
 一般会計などからの繰入金  

４，１９３万１千円 
 

 その他      ３， 
１１０万９千円 

歳 出 

 

 

 

後期高齢者医療特別会計 ２，３２３万４千円 

 高齢化にともなう医療費の増大が見込まれる中で、高齢者世代と若年世代の負担の明確化などを図る観

点から、７５歳以上の高齢者などを対象とした医療制度です。 

歳 入 
 
 保険料         

１，１４４万２千円 
 一般会計からの繰入金   

１，１３３万３千円 
 その他          ，１ 

４５万９千円 

歳 出 

  
広域連合納付金     

２，１９６万９千円 
 その他       
          １２６万５千円 

 

 

保険給付費   
２億５，２３３万円 

  
地域支援事業費   
     ３５５万８千円 
  
その他    
          ９７３万７千円  

 

 

 

国国国民民民健健健康康康保保保険険険ゲゲゲーーートトトボボボーーールルル大大大会会会    

原原原田田田・・・川川川目目目地地地区区区合合合同同同でででののの    

介介介護護護予予予防防防教教教室室室    



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことしの主な事業（一般会計）              ※額が大きいので、１万円未満は四捨五入しました。 

 議会費 ５，０２４万円 

（うち人件費：４，８７４万円） 

 

総務費 ３億９，０４０万円 
  

（うち人件費：１億６，４１９万円）   
  

村有財産の管理 

○各地区集会施設の指定管理委託料 

１６４万円 
 
○川目・磯谷・長後地区集会所改修工事 

３，９００万円 
平成２３年度に引き続き、各地区集会施設の改修工

事を行います。 
 
 

むらづくり基本条例関連事業 

○住民提案型支援事業補助金    ２００万円 
 

企画関連事業の推進  

○Ｓａｉツーリズム構築推進プロジェクト事業     

                 ６５６万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ゆるキャラ導入事業       １１０万円 

ご当地の代名詞となり得る、佐井村の「ゆるキャラ」

を導入します。 

交通対策 

○生活路線維持費補助金       ４３万円 

下北交通㈱のむつ・佐井線、磯谷線の運行経費の赤

字分に対して路線維持のための補助を行います。 
 
○過疎地有償運送事業運営補助金  ２６１万円 

ボランティア輸送事業の運営主体である社会福祉協

議会へ、事業運営費の補助を行います。 

 

原子力発電の安全性に対する理解の推進 

○管内小中学生に対する施設見学会  ４４万円 

○一般住民先例地視察研修     １７３万円 

広報広聴活動の推進 

○「広報さい」の発行        ９１万円 
 
コミュニティ活動の推進 

○行政連絡員・補助員への報酬   １５６万円 

○地区会・町内会への補助金    １３９万円 

コミュニティ団体である地区会・町内会の各種活動

に対する活動経費への助成を行います。 
 

行政の効率化、データの収集・管理 

○総合行政情報システムなどの運営 
６，８４９万円 

  住民記録、税務、国保、介護保険等の基幹業務に係

る電算処理を行います。 
 

地域情報通信関連事業 

○地域情報通信（ＩＣＴ）の活用、維持・管理  

９６９万円 
  光ファイバ網を活用した告知端末および小型画像

情報端末機（サイボード）の利活用の検討や、維持管

理を行います。 
 

村税の徴収率の向上 

○納税組合に対する報償金     １０１万円 

村税の徴収率向上のため、各納税組合の徴収額など

に応じて、報償金の支払を行います。 
 

○納税貯蓄組合連合会運営補助金   ２０万円 

納税に関する理解の醸成および、会の活動経費に対

する補助を行います。 
 
 
 
 

選挙業務                  ２０１万円 

○海区漁業調整委員会委員選挙が予定されています。 
 

 

 【平成２２年度決算額】 

３，９８２万円 

 【平成２２年度決算額】 ７億４，６８５万円 
津軽海峡文化館アルサス改修事業  ２，５１４万円 
地域情報通信基盤整備事業    ２億３，１５２万円 など 

○議会だよりの発行    ２７万円 

○村議会議員（８人）への報酬・手当など  ３，４３０万円 

夜間議会や、各地区において議会報告会を開催します。 
 

１１１２２２月月月定定定例例例議議議会会会    

 
個人納付のほか、納税組合や口座振替を利用し

て納期内納付に努めましょう。 

 

今今今年年年度度度かかかららら本本本格格格実実実施施施すすするるる「「「弁弁弁天天天わわわかかかめめめオオオーーーナナナーーー
制制制度度度」」」でででののの種種種付付付けけけ作作作業業業体体体験験験    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことしの主な事業（一般会計）              ※額が大きいので、１万円未満は四捨五入しました。 

 民生費 ３億２，０９５万円 

（うち人件費：５，４９９万円） 

施設の管理運営 

○社会福祉協議会運営補助金    ８７２万円 

法人運営のための事務的な経費を補助します。 
 

○高齢者生活福祉センター委託 １，０２３万円 

指定管理者制度の導入により「あすなろ」の管理運

営を社会福祉協議会へ委託しています。 
 
高齢者への福祉  

○ほのぼのコミュニティ 21推進事業 ５３９万円 

ほのぼの交流グループや民生委員と連携して、高齢

者世帯の訪問などを行います。 
 
○見守りシステムネットワーク事業 １００万円 

各家庭に設置されている小型画像情報端末機（サイ

ボード）の応答機能を活用して、高齢者の見守りや支

援を行います。 
 
青少年・児童への福祉 

○ひとり親家庭等への医療費助成  １２３万円 

○子ども手当の支給      ２，５３０万円 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

街路灯管理事業 
○防犯灯（街灯）改修工事     ２４１万円 

通学路を中心に、防犯灯（街灯）をＬＥＤ防犯灯に

改修します。 
 

障がい者への福祉 

○障がい者の自立支援介護給付費など 

   ５，８７２万円 

 

衛生費 ４億１，１７６万円 

（うち人件費：４，３５４万円） 

保健対策の充実 

○患者輸送事業        １，０５０万円 

大間病院および、川内病院までの交通手段を確保す

るため、患者送迎バスの運行委託を行います。 

○各種予防接種の実施       １，３６７万円 

○医師招へい事業          １０万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

子育て支援対策の強化 

○乳幼児はつらつ育成事業         ３２５万円 

○児童・生徒医療費給付事業    ５２７万円 
乳児から中学生まで、入院・通院ともに医療費が無

料となります。 

   

環境保全・環境衛生への取り組み 

○佐井村斎場の運営        ４９５万円 

佐井村斎場の維持運営を指定管理者に委託します。 

 
○合併処理浄化槽設置整備事業    １００万円 
 

生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するた
め、合併処理浄化槽を設置する方に対して、予算の範
囲以内で補助金を交付します。 

 

ごみ・し尿の収集処理 

○環境保全美化の推進       ２５９万円 

ごみの分別収集による指定ゴミ袋の制作、販売店へ

の取扱委託を行います。 

○ごみ収集・処理     １億１，３２０万円 

一般ごみの収集運搬や共同で設置している塵芥処理

施設の運営負担に要する費用です。 

○不燃物処理施設の管理運営    ６６７万円 

不燃物処理施設の適正な管理を行います。 

○し尿処理          ３，７２８万円 

共同で設置している汚泥再処理センターの運営負担

に要する経費です。 

 

【平成２２年度決算額】  ３億  ４９万円 
保育所運営事業                ４，２１７万円  

児童手当・子ども手当などの支給  ２，９７７万円 など 

 

 【平成２２年度決算額】  ３億８，９２１万円 
各種予防接種事業          ６７５万円 
患者輸送事業コミュニティバス   ９９６万円 など 

○各種健（検）診の実施      ６０６万円 
 
各種がん検診の無料化 

により、検診を受けやすい 

体制を整え、住民の健康増 

進に努めます。 

 

 

 

 
特定健診の料金は、保険

者ごとに違いますので、注
意してください。 

 

佐佐佐井井井村村村保保保育育育所所所もももちちちつつつききき    

○○○保保保育育育所所所運運運営営営事事事業業業               ４４４，，，３３３０００１１１万万万円円円   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことしの主な事業（一般会計）              ※額が大きいので、１万円未満は四捨五入しました。 

 農林水産業費 １億６，４１１万円 
 

（うち人件費：２，４３３万円） 

農業の振興 

○原田中山間地域等直接支払交付金 １０１万円 
 

○中山間地域総合整備事業     １００万円 

複数の市町村にまたがる広域的な地域を対象とした 

整備事業に取り組むための「農村振興実施計画」を作

成します。 
 

○農地・水保全管理支払制度事業   ４１万円 

地域共同で行う農地・水路などの資源の日常管理と、

農村環境向上のための活動を支援します。 
 

林業の振興 

○有害鳥獣駆除対策      １，４５７万円 
 

ニホンザル保護管理専 

門員を育成するとともに、 

鳥獣被害対策実施隊や、 

モンキードッグを活用し 

て、主にサルの追払いを 

行います。 

また、電気柵の設置作業 

（川目地区）の講習や、 

設置を行います。 

  
 
     
 

   
○森林整備地域活動支援事業    ２００万円 

人工林の所有界の確認、区域界の刈り払いなどの作   

業、施業箇所までの既設の作業道の補修や歩道の新設 

を行います。  
 

○フォーレストパーク管理事業   ４１５万円 
 

畜産の振興 

○畜産導入事業                    ２４１万円 
 

○公共牧場管理委託        ２１３万円 
 

水産基盤の整備 

○並型魚礁設置工事      ２，７３２万円 
  

○福浦漁港施設現況調査    １，０１６万円 

  漁港の機能保全のために、施設現状調査を行います。

○牛滝漁港整備負担金     ２，３００万円 
 県の事業費２億３，０００万円の１割負担分です。 

 
水産業の振興 

○水産振興事業補助金     ３，０５５万円 

佐井村漁協が行う水産振興計画に基づく、各種水産 

振興事業や、新商品開発支援事業に対して補助を行い

ます。 

 

商工費 ４，５２９万円 
  

（うち人件費：７２２万円） 
 

 

商工業の振興 
 
○商工会育成補助金        １９９万円 

主に人件費補助に要する費用です。 
 
○夏まつりイベント補助（花火大会） ５０万円 
 
観光の振興 
 
○観光協会への補助        ２３６万円 

主に臨時職員の人件費補助に要する費用です。 
 
○願掛公園管理運営事業      ４１１万円 
 
○防波堤壁画事業          ３９万円 

参加者を募集します。 
 

○福浦の歌舞伎上演                  ３０万円 

    旅行会社のバスツアーなどを活用し、村内外の多く

の方が観覧できるような上演を目指します。 

 

 

○観光用道路案内標識設置工事    ２００万円 
  

○東北新幹線全線開業効果活用事業 
                  ５４８万円 

平成２３年度に作成した佐井村のＣＭを、首都圏大

型ビジョンにより放映します。全線開業となった東北

新幹線の効果を活用し、佐井村への集客を図ります。 
 

 

【平成２２年度決算額】   ２億６，４８７万円 
有害鳥獣駆除対策       １，４２８万円 
水産振興基金事業補助    ２，６５６万円  など 

 

 

 【平成２２年度決算額】       ４，６６９万円 
東北新幹線全線開業活用効果事業 ５９０万円 
仏ヶ浦駐車場看板整備事業      ２０８万円 など 

 
ＣＣＣＭＭＭ撮撮撮影影影のののたたためめめににに来来来村村村しししたたた出出出演演演者者者のののみみみなななさささんんん    

 

佐佐佐井井井村村村ににに配配配属属属ささされれれたたた    

モモモンンンキキキーーードドドッッッグググ「「「ラララブブブ」」」   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことしの主な事業（一般会計）              ※額が大きいので、１万円未満は四捨五入しました。 

 土木費 ６，９２１万円 
  

（うち人件費：１，５６７万円）   
  

急傾斜地対策 

○磯谷区域急傾斜地対策事業負担金 １５０万円 
 

○原田区域急傾斜地対策事業負担金 ２００万円 

磯谷地区および原田地区の急傾斜地対策工事を継続 

します。 
 

港湾の整備 

○仏ヶ浦港湾改修事業       ５００万円 

県事業費４，０００万円の１２．５％負担に要する 

費用です。防波堤の整備を進めます。 
 

道路の管理・整備 

○道路維持管理業務        １８８万円 

村道の維持補修並びに併用林道の維持補修を行い、 

道路の維持管理に努めます。また、手押し式の除雪機

を３台購入します。 
 

○仏ヶ浦駐車帯管理業務       ４３万円 

   

○橋梁修繕事業        ４，０９１万円 

 橋梁の長寿命化のため、修繕工事を行います。 
 

○除排雪対策           ４７３万円 

村道の冬期間の交通確保と、公共施設内の除排雪を 

  行います。 

 

消防費 １億４，２４７万円 
  

これとは別に、電源立地地域対策交付金を活用 
して、消防分署職員の人件費の一部８，７９０万
円を負担しています。 

  

消防への負担金 
 

○広域事務組合常備消防へ １億１，９５１万円 

市町村共同で行っている消防分署の費用負担です。 

消防本部（むつ市）を拠点とした、高機能指令セン 

ター整備に係る負担金も含まれています。 
  

○広域事務組合非常備消防へ  １，９７９万円 

佐井村消防団のための費用を負担します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防施設の整備 

○消火栓の更新    ８０万円 
 
防災対策 

○防災訓練           １０万円 

 

【平成２２年度決算額】     ８，６１６万円 
村道福浦川目線整備事業    １，１１０万円 
村道糠森臨港線舗装改修事業 ２，３９６万円 など 

  

 

 
【平成２２年度決算額】    １億 ８７４万円 

広域事務組合常備・非常備消防への負担金 
９，３９５万円 など 

 

【平成２３年度からの繰越事業】 
 

○津波ハザードマップの作成  ３０６万円 
  県が作成する最新の浸水予測図を基に作成し

ます。 
 

○衛星携帯電話等購入事業   ５５１万円 

災害時に孤立の可能性のある集落に対し、衛星

携帯電話等の配備をします。 
 

○消防団安全対策設備整備事業 １９４万円 

災害発生時の夜間における、消防団員の生命お

よび安全の確保のため、投光機や発電機などの配

備を行います。 

 

 

    
災害に備えて避難経路や、避難場所の確認をして

おきましょう。 

 

防防防災災災訓訓訓練練練でででののの救救救急急急救救救命命命訓訓訓練練練    

 

平平平成成成 222444 年年年 222 月月月 111 日日日かかかららら降降降りりり積積積もももっっったたた    
大大大雪雪雪ののの様様様子子子（（（古古古佐佐佐井井井地地地区区区）））    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことしの主な事業（一般会計）              ※額が大きいので、１万円未満は四捨五入しました。 

 教育費 １億２，５２７万円 
  

（うち人件費：６，６４７万円）   
  
学校教育・学校施設の充実 
 

○外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置 ５３５万円 

小学校高学年および中学生の英語力向上のため、 

ＡＬＴを配置します。 

 

○学習支援推進事業        ２７２万円 

村で講師を雇用し、きめ細かく質の高い学習指導に

より、個性豊かな人材形成と学力の定着を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

○学校支援推進事業        １１５万円 

特別支援学級の介助や校外活動の支援、登下校時の 

安全指導などを行います。 
 

○各種大会派遣費の助成       ９９万円 

小中学生の各種大会参加派遣費へ助成を行います。 
 

○奨学金の貸付            ７６０万円 

就学に係る経費の軽減を図るため、奨学金の貸付を

行います。現在の貸付金の原資は、これまでの奨学生

の返還金によって賄われています。 

 

社会体育の振興 
 
○スポーツ団体への補助      １４３万円 

体育協会などへの補助金です。 

 

    
公民館活動の充実 
 
○成人式の開催           １８万円 
 

○各種公民館活動          ５７万円 
生涯学習や地域交流の場として、各種講座や学級を 

開設します。 

 

社会教育の充実 
 

○海峡ミュウジアム運営事業    １４０万円                
 

○三上剛太郎生家運営事業     １５０万円 

 

○民俗文化財保存活用事業      ３９万円 
２年に１度開催される佐井村郷土芸能発表会は、今 

年度２０回目の記念大会となります。 

 

○放課後子どもプラン事業     １５８万円 
放課後に小学校の空教室を活用し、地域住民の協力 

の下、放課後子ども教室を開設し、子どもたちと一緒

に勉強やスポーツなどの交流活動を行います。 

 

【２２年度人件費削減の取組み －その７－ 】   

□技能職  給料２％＋期末手当３％削減 

□削減額  一人当たり平均年額約２０万円 

 

 

諸支出金 ２億４，４８３万円 

下北医療センター支出金 
 
○佐井診療所の不良債務解消   ４，０００万円        

これまでの診療所の累積債務約２億３千万円の解消

に、２０年度から６年かけて取り組んでいます。 
 
○下北医療センターへの貸付金       １億円 

下北医療センターおよび、佐井地区診療所の資金繰

り経費の一部の貸付に要する経費です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２２年度決算額】 １億６，０３４万円 
佐井中学校スクールバス購入   １，４５３万円 
佐井小学校バックネット改修工事   ８６３万円 など 

 

  

 
子子子どどどももも教教教室室室でででののの制制制作作作活活活動動動    

乳乳乳幼幼幼児児児健健健診診診でででののの歯歯歯科科科検検検診診診    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐井村の台所事情 ～ 県内４０市町村中のデータ・ランキング（平成２２年度） ～ 

 
 村の台所事情をあらわす「財政指標」には、様々なものがありますが、代表的で比較的わかりやす

いものを示しました。順位は県内の４０市町村のうちで、佐井村がどの位置にあるかという目安を示

したもので、優劣を比較するものではありません。 

 財政力指数  ０．１０７ （３８位／４０市町村） 

 

 

村のふところぐあいを表すもので「１」を超える場合には、国からの援

助（普通交付税といい、国の税金の一部を収入が不足する自治体に割り振

るものです）がなくなります。また、数字が大きいほど余裕があることに

なります。 

通常確保できると考えられる収入 

標準的な仕事をするのに必要と見込まれる支出（過去３年間の平均） 

H22年

度順位 
市町村名 指数 

H21年

度順位 

 1 六ヶ所村 1.580  1 

02 東 通 村 1.058 02 

03 八 戸 市 0.673 03 

04 青 森 市 0.540 04 

05 三 沢 市 0.481 06 
    

37 新 郷 村 0.130 37 

38 佐 井 村 0.107 39 

39 風間浦村 0.104 38 

40 西目屋村 0.097 40 

平  均 0.334  

 

実質公債費比率  １７.０ （２４位／４０市町村） 

 

 

 

村の借金の返済額の財政負担の度合いを示すもので、率の低い方が財

政負担が低いことになります。この比率が１８％未満の自治体は起債の

発行に関し協議団体として自由に発行できるのに対し、１８％以上の自

治体は許可団体として県の許可が必要となります。また、２５％を超え

ると原則として起債の発行が制限されます。 

一般会計と特別会計などの公債費 
（毎年返済しなければならない借入金の元金と利子）  

標準財政規模から普通交付税の需要額に 
算入された元利償還金を差し引いた額 

H22年

度順位 
市町村名 指数 

H21年

度順位 

 1 六ヶ所村 5.5 01 

02 野辺地町 9.0  2 

03 横 浜 町 10.8 03 
    

23 鶴 田 町  16.8 17 

24 佐 井 村   17.0 29 

25 中 泊 町  17.1 23 
    

38 田舎館村  22.0 32 

39 鯵ヶ沢町 24.1 33 

40 黒 石 市 24.5 40 

平  均  16.6 

 

 経常収支比率  ８５.２（１５位／４０市町村） 

 

 

人件費や公債費、扶助費（福祉施設の入所に伴う費用など）など、毎

年必要になる支出で、容易に切り詰めることが難しいものの割合のこと

です。指数が低い方がそれだけ余裕があり、新たなサービスをはじめた

り、臨時の出費に対応できるということになります。 

経常的経費（毎年欠かさず必要となる支出）  
経常一般財源（使い道が限定されていない毎年繰り返し 
入ってくるもの）＋減税補てん債及び臨時財政対策債 

H22年

度順位 
市町村名 指数 

H21年度

順位 

 1 六 ヶ 所 村 070.4 2 

02 平 内 町 074.7 4 

03 新 郷 村 080.6 15 
    

14 つ が る 市 085.0 16 

15 佐 井 村  085.2 8 

16 おいらせ町 085.3 19 
    

38 む つ 市   95.4 36 

39 鯵 ヶ 沢 町  96.8 40 

40 黒 石 市  97.5 27 

平  均  86.4  

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成２３年度末の見込みで、一般会計をはじめすべての 

会計を合わせて約４３億円の借入れがあります。村民１人 

あたりでは約１７２万円になります。借入れの内訳は右図 

のとおりですが、実際は、これに利子を加えた金額を分割 

払い（10～30年間）で、返済していくことになります。 

 公共施設や下水道施設のように、建設にたくさんの費用 

がかかり、しかも、何十年も利用されるものは、もし借金 

をしないとすれば、当座の資金繰りが難しいだけでなく、 

建設する時代に生活している村民だけが大きな負担をする 

ことになってしまいます。そこで、一般の住宅ローンと同 

じように借入れを利用し、毎年尐しずつ返済していくこと 

によって、将来にわたってその施設を利用する村民の負担 

を分かち合うようにしています。 

― 平成２４年度予算の特徴 ― 

  各家庭に設置されている小型画像情報端末機（サイボード）を利用して、高齢者の見守りや支援を行い、

安心して暮らせる村づくりを展開します。村民を対象とした各種がん検診を無料化し、受診しやすい体制を

整えて病気の早期発見・治療を行い、年々増加傾向にある医療費の抑制を図るとともに、誰もが生涯健康で

生活できるよう、疾病予防に対する意識の啓発活動に努めます。建設事業としては、川目・磯谷・長後地区

の集会施設の改修工事や、並型魚礁設置工事、橋梁の長寿命化のための修繕工事などを行っていきます。ま

た、第４次長期総合計画（平成２３年３月策定）の重点戦略プロジェクト事業として、「あおい環」経済戦略

ビジョンに基づき、Ｓａｉツーリズム構築推進プロジェクト事業を行います。地域資源（歴史、文化、自然、

伝統芸能など）を活かし、都市との交流を促進して地域の活性化を図り、地元農林水産物の消費拡大により、

地域産業の振興を目指します。従来の「通過型観光」から、漁業体験と観光を組み合わせるなど観光事業の

発掘により、経済効果の高い観光振興に 

取り組みます。以上が主な施策となって 

いますが、歳入の大半を占める地方交付 

税は、国勢調査人口に左右されるため大 

幅な減額が見込まれるなど、村を取り巻 

く環境は一層厳しいものとなっています。 

今日までの施策や事務事業の整理を行い、 

さらなる行財政改革の意識を明確に持っ 

て財政の健全化に努めます。 

 

貯金の状況は？ 

 
 平成２３年度末の見込みで、約１０億９千万円の貯金が

ありますが、このうち大半を占めるのが水産振興基金の約

６億１千万円で、この基金は原則として元金の取り崩しが

できないものとなっています。財源の不均衡を調整できる

財政調整基金は平成１６年度より年々増加しつつありまし

たが、村税や地方交付税などの歳入の減尐に歯止めがかか

らず、財政調整基金や、村債管理基金を取り崩して収支の

均衡を図らなければならない状況にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐井村の台所事情 

佐井村の借金状況は？ 

金 

借 入 金 の 内 訳 
（平成２３年度末見込み） 

簡易水道事業会計 

４億６，２４９万円 

 

 
合  計 

４２億 ８２１万円 

一般会計 

２４億３，８６０万円 

 
下水道事業会計 

１３億 ７１２万円 

 
中中中学学学生生生ににによよよるるる村村村づづづくくくりりりへへへののの提提提言言言（（（佐佐佐井井井中中中学学学校校校）））    

貯 金 の 内 訳 
(平成２３年度末の見込み) 

貯金の種類 金       額 

財政調整基金 ２億７，２４３万円 

村債管理基金 １億４，２７４万円 

水産振興基金 ６億    ５７６万円 

その他の基金 １億３，１８４万円 

計 １１億５，２７７万円 

 


